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15:15大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

10F4

期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

警告：合計が違います

会
場

○(東京都)

女子2回戦

GOOD JOB 91 56 新潟教員

警告：合計が違います

(新潟県)●
下松スポーツ公園体育館

主審 副審

場
 多賀谷　豊  内田昭紀
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No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 (C) 3 1 0 0 2 4 0 4 ＊ (C) 7 1 2 0 4 3 0

5 - - - - - - - 5 0 0 0 0 2 0 0

6 ＊ 21 0 10 1 0 10 0 6 4 0 2 0 1 10 0

－

小田桐 朋 美

選　手　氏　名 選　手　氏　名

五十嵐 晶 子

藤 田 陽 子

西 潟 洋 子

冨 中 亜貴子

越 智 朋 子

OT2３Ｑ・４Ｑ
タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

１Ｑ・２Ｑ

－ 36:43
OT1 １Ｑ・２Ｑ

－ － － －05:50 14:53 31:59－ － 22:35
３Ｑ・４Ｑ

－
OT1 OT2
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6 ＊ 21 0 10 1 0 10 0 6 4 0 2 0 1 10 0

7 ＊ 23 2 7 3 2 4 4 9 ＊ 8 2 1 0 5 12 0

8 9 1 3 0 1 14 0 10 - - - - - - -

9 ＊ 8 0 4 0 1 8 0 7 ＊ 0 0 0 0 2 4 0

10 ＊ 13 1 4 2 1 5 1 15 5 1 1 0 3 1 0

11 ＊ 4 0 0 4 1 2 0 16 ＊ 4 1 0 1 2 2 0

12 - - - - - - - 17 - - - - - - -

13 - - - - - - - 18 ＊ 28 2 8 6 3 7 1

14 2 0 1 0 2 1 0

田 澤 茜

柿 崎 優 子

小田桐 朋 美

志 水 麻 衣

星 山 尚 子

中 澤 加奈子

西 潟 洋 子

笠 井 麻 耶

石 田 真奈美

石 塚 智 佳

結 城 葉 月

葛 西 亜季子

池 尻 真希子

村 山 優 美

竹 田 朋 江

清 水 萌

伊 藤 奈 々
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14 2 0 1 0 2 1 0

15 2 0 1 0 2 1 0

16 3 0 1 1 0 0 0

17 3 1 0 0 1 0 0

18 - - - - - - -

91 6 31 11 13 49 5 56 7 14 7 22 39 1

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

柿 崎 優 子

コーチ 姫 路 環

合計 合計

コーチ

吉宇田 和 泉

小 野 里 実

八 木 陽 子

今 西 智津子

国 保 美 紀
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戦　　評
両チームハーフコートマンツーマン。両チームとも素早い展開からシュートにもっていくがなかなか入らない。１Ｑ

中盤から新潟はアウトサイドからのシュートを狙うがオフェンスリバウンドがとれずに単発的なオフェンスが続く。反

対に東京は＃８を中心にオフェンスリバウンドをとり徐々に点差を広げる。１９－１３と東京リードで１Ｑ終了。２Ｑ

東京はオフェンスリバウンドをとるがその後のシュートが入らず引き離せない。２Ｑ中盤から新潟はディフェンスリバ

ウンドを頑張り、＃１８のドライブなどで点差をつめる。しかし２Ｑ終盤、両チームともチームファールがかさみフ

リースローを得る。新潟＃１８は２本ともは外してしまうが、東京は確実に決めて再びリードを広げる。４４－３２と

東京リードで前半終了。３Ｑ新潟は東京の激しいディフェンスに苦しみシュートをうてない。反対に新潟はディフェン

0

20

40

60

80

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

得
点

GOOD JOB

新潟教員

Copyright(c) 2010 Yuzo Kosaka All Lights Reserved Vol.0063

記載者 藤澤　　英 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームハーフコートマンツーマン。両チームとも素早い展開からシュートにもっていくがなかなか入らない。１Ｑ

中盤から新潟はアウトサイドからのシュートを狙うがオフェンスリバウンドがとれずに単発的なオフェンスが続く。反

対に東京は＃８を中心にオフェンスリバウンドをとり徐々に点差を広げる。１９－１３と東京リードで１Ｑ終了。２Ｑ

東京はオフェンスリバウンドをとるがその後のシュートが入らず引き離せない。２Ｑ中盤から新潟はディフェンスリバ

ウンドを頑張り、＃１８のドライブなどで点差をつめる。しかし２Ｑ終盤、両チームともチームファールがかさみフ

リースローを得る。新潟＃１８は２本ともは外してしまうが、東京は確実に決めて再びリードを広げる。４４－３２と

東京リードで前半終了。３Ｑ新潟は東京の激しいディフェンスに苦しみシュートをうてない。反対に新潟はディフェン

スが甘くなったところを、東京＃７の３Ｐシュートなどで一気に点差を広げられる。その後も東京は徹底したディフェ

ンスで新潟にオフェンスをさせず、確実に得点を重ねていく。６８－３９と東京リードで３Ｑ終了。４Ｑも新潟は東京

の厳しいディフェンスを攻略できず、東京は展開から確実にシュートまでつなぎリードを広げた。９１－５６で東京が

勝利。
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